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	会社は、東海労結成当時から東海労組織をつぶす為に、あらゆる不当労働行為と熾烈な組織破壊攻撃を繰り返してきました。その目的は、物言えぬ従順な社員をつくり、新たな利潤を生む為に、人件費削減と労働強化を追
	　 　東海労の組織と運動に危機感を抱いた会社は、最終章的な《牙》を剥き出し、東海労役員をターゲットにした強制出向攻撃を打ち出してきました。しかし、10月1日からの強制出向は東海労の闘いで頓挫しました！！
	　 　 事前に出向会社の労働条件を明示する義務があるにも関わらず、出向面談での、出向対象者の質問に「会社に伝えておく」「わからない」「出向会社に聞いてくれ」と不誠実な対応に終始しました。
	　強制は何も出向に限った事ではありません。駅への還流、JRCP出向、休日出勤、転勤、業務研究、本来業務ではない各委員会への参加等々、その全てが強制で行われています。そこに社員の生活設計や生活権を配慮す

